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栃木DARC News Letter

 Remission
　　　　　　　　コロナ禍における相談傾向 

       特定非営利活動法人 栃木DARC 
代表理事　栗坪千明 

　本部のある宇都宮市は葉が色づき、
冬支度をしています。皆様におかれま
してはいかがお過ごしでしょうか。 
栃木DARCは大きな変化はありません
が、生活訓練を運営している事業所
が、コロナ対策の三密回避のため訓練
室の拡張工事をしています。利用者は
大きな病気をする人はなく、内心の葛
藤はあると思いますが元気に過ごして
います。 
さて、このところの相談傾向ですが、
若干変化があります。今年度はコロナ
の影響からか昨年度に比べ相談件数が
3/1ほどに減少しています。コロナと
薬物依存症にどのような影響があるの
かわかりません。実際はマスコミでも
若干ささやかれているように、リモー
トワークなど外出が制限されているこ
ともあり、アルコールの家飲みや不眠
などからアルコール依存症の懸念があ
ります。 
では実際にアルコールの相談が増えて
いるかというとそんなことはなく、意
外かもしれませんが、市販薬（特に鎮
咳剤）と精神薬の相談が増加傾向にあ
ります。ご存知の通り、この薬は薬剤
師のいる薬局でしか買えませんから通
販できることはありません。精神薬も
診察を受けなくてはなりません。両者

とも出かけなくては手に入らないもの
なので、コロナとは関係のないことの
ように見えます。ですが現実はこうな
のです。 
また若年者のゲーム依存の相談も受け
ています。これは外出制限でやること
がなくという理由も適用されそうです
が、原因ははっきりとはわかりませ
ん。 
一方覚醒剤はというと栃木DARCに
限ってはそう多くありません。先日航
空機で密輸しようとした運び屋が逮捕
されましたが、これも何かしらの要因
なのか。国内を流通している覚醒剤が
少ないからなのかもしれません。ある
機関の方のお話では覚醒剤の値段が上
がっているそうです。その関係かもし
れませんね。 
全体数の少ない数の傾向なので、なん
とも言えませんが、上半期はこんな感
じでした。海外渡航も制限されている
中で、このような事態になっているの
だとしたら、コロナが収まった後が心
配ですね。 
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　　　次月活動予定
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12月 
1日　那須看護専門学校講演 

2日　再犯防止推進サポート事業県南本人向け　再乱用防止教育事業県北 

4日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

5日　再犯防止推進サポート事業県南家族向け 

7日　アディクションフォーラム実行委員会 

8日　宇都宮保護観察所プログラム 

11日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導　 

　　　再犯防止推進サポート事業県北本人向け 

14日　東京保護観察所プログラム　 

15日　再乱用防止教育事業県南 

16日　岡本台病院連絡会 

17日　薬物依存症相談担当者研修会 

18日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導　 

22日　再犯防止推進サポート事業県南本人向け 

24日　宇都宮保護観察所プログラム　再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

25日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

　　　再犯防止推進サポート事業県北本人向け 

26日　再犯防止推進サポート事業県央家族向け　ASCとちぎ家族会　家族教室 

　　　再犯防止推進サポート事業県央本人向け　再乱用防止教育事業県央
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受け
た形が多く、一般社会に向
けての特定非営利事業と施
設事業を行なっています。 
特定非営利事業は、一次予
防としての乱用防止、二次
予防の再乱用防止を多く含
み、施設事業は、三次予防
以降となる依存症からの回
復のための場所とプログラ
ムの提供を行なっていま
す。依存症本人が誰かに薬
物を勧めることで薬物問題
が広がるリスクを考える
と、これも乱用防止の一環
であると言えるでしょう。

２０２０年。今年も残すところ、あと
１ヶ月です。突如現れた“コロナウィル
ス”が、私たちの生活に大きな変化をも
たらした年になりました。 
不自由さを感じる生活も今では普通に
なり、いろいろ言いながらも人間の適
応能力の高さを感じたりしています。 
ダルクの中でもそれは感じることで、入
寮して直ぐに直面する「自由のない生
活」という感覚も数ヶ月経つ頃には、
それが普通になっています。今回のコロ
ナ禍でもその適応力が発揮されているよ
うに思います。 
女性施設の今年１年を振り返って、コ
ロナウィルス以外にも様々な動きや変化
もありました。 
まず、ステージアップをするメンバーが
多かったこと。ステージアップをしな
かったメンバーも、1人ひとり自分の課
題に取り組んでプログラムを進めていま
した。今年初めに立てた施設の抱負を
「それぞれのステップアップ！」として
いましたが、それは達成できたと思い
ます。ステージアップするための要件を
何か変えたわけではなく、機会ある度
にダルクでプログラムを行う意味を再確
認しながら過ごしてきました。来年は、
卒業生を送り出せれば良いなと思ってい
ます。 
 次に、プログラムを担当できるメン
バーが増えたことで新しいプログラムを
取り入れられたこと。「ストレスマネジ
メント」という自分の認知の偏りやそ
の後に繋がる怒りの出し方に焦点を当
てたプログラムです。日常的に私たちを
縛りつけている「習慣」に面白いほど
気づけて、継続していくのが楽しみなプ
ログラムの１つです。 

それから、車両の運転ができるメンバー
が増えました。４、５年くらい前から
運転ができるメンバーが徐々に減ってき
て最終的には1人もいなくなり、職員と
男性施設のスタッフのみで運転を行なっ
ていました。今年は２名のメンバーに運
転をお願いできるようになり、日常生活
の幅を広げられてきています。 
今年、私個人に大きな変化はありませ
んでしたが、家族の病気や子どもの成長
とともに自分と向き合うための時間を
たくさん与えてもらえたような気がしま
す。当たり前の日常の中では感じる取る
ことができない自分の気持ちに気づけ
たり、そこから新たな思いを持ち直すこ
とができたり。私の新しい生き方の中
で大切にしていきたいものを少し考えら
れるようになった１年でした（今更で
すが・・）。 
歳を取るごとに時間が経つことが凄く
早く感じていて、１年が過ぎるのもあっ
という間に思えます。１回しか生きられ
ないから“ラク”に楽しく笑って生きた
い。最近は、いつもそう思っています。 
今年の残りの時間も皆と出来るだけ笑
いながら、新年を迎えるための準備を
したいと思います。 

「2020年を振り返って」 
     

 　ピースフル・プレイス　 栃原夕子　   
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 今年もあと１ヵ月と迫り冬の寒さのなか
皆様いかがお過ごしでしょうか。コロナ
禍で先の見えない不安を抱えつつ筆を持
ち、那珂川CFでの1年を過ごし移動した
野木２nd stage centerでの抱負を書か
せていただきます。 
　那珂川CFでは髙田さんのもと農業全
般、茄子を出荷するまでの行程、便利屋
作業等のプログラムの面だけでなく農業
を通して皆で一つの作業を協力して達成
する経験をさせていただきました。 
　那珂川に移動して「那珂川はキツイだ
ろ！」という髙田さんに「いやぁ～農作
業楽しいですね！僕ぁ、那珂川に骨を埋
めますわぁ～」と冗談で笑ったことが懐
かしいです。 
　那珂川で仕事の向き合いかたを1年努
力して向き合った事は、自分で誇れる物
になりました。しかし、仕事に対する姿
勢に向き合うだけではなく、内面の問
題・対人関係を考え直す為、施設を移動
しました。 
 私は未熟で、おせせをしてしまう・人の
地雷を踏む・人は人と割り切れないなど
苦しんだ果てに周囲に当り散らしてしま
います。 
冷静になり周囲の仲間に謝る事が、申し
訳なく思い疲れてしまいました。 
一日の大半を怒り・囚われに振り回さ
れ、傲慢な自分を変える機会は仲間と暮
らしている今しかないと思います。 
きっと、自分の感情を仲間に当たったこ
とは、形を変え自分に戻って来ると想い
ますが、仲間が諭してくれとように自分
も諭せる様になりたいと思います。 
　今の施設は実家から近く、移動の場所
によっては昔遊んだ場所にいきます。 
抜け出すことは容易に出来ますが、家族
や信じて２ndの施設から家に帰らないだ

ろうと信じてくれている御世話になった
各施設長達に申し訳がたちません。 
　入寮して３年たちますが、対人関係や
考え方で苦い思いをする理由が棚卸しす
る中で理解しました。 
物心がつき家族や友人との関わりの中で
問題が生まれそれを棚上げしているつけ
を清算しなくてはいけないからです。 
　憐憫・傲慢・怠惰・自意識過剰・被害
者意識・怒りっぽい・不貞腐れると、全
集中でネガティブの過呼吸です。 
　認められなかった短所に向き合って認
める事は辛いですが、過去に積み上げた
負債を払った後は雲が晴れたように気持
ちがいいです。 
　必ず手紙を返してくれている家族との
距離をとることで家族の問題とも向き合
えています。また、自分が作り出した問
題に対しきちんと罪悪感を背負えるよう
になり、家族の関係で何が自分を苦しま
せてきたのか、様々な文献、対人関係の
中から自分を見直す事で偽りの安心では
なく、本当の癒しへとがっています。 
　母が家族会で他の家族とLINEをしてい
る話を聞くと機会音痴の母がスマホを覚
える「ゆとり」が出来た事と私が原因の
薬物依存の家族会で居場所を見つけてく
れた事は、とても良いモチベーションに
なっています。 
　DARC卒業後の目標に定時制高校に自
分の力で通学・卒業したいと思っていま
す。 
私立高校の入学金を払えなかった父を追
いやってしまった贖罪の償い方の１つだ
とも思っています。 
来年も黒い自分に打ち勝ち、回復したい
と思っています。（鬼が笑わないことを
祈り…）皆様にも良いお年になりますよ
う。良いお年を。 

2nd StageCenter 
～回復～ 

2nd StageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

 「全集中の一年」 
   依存症のオオヤ
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3rd StageCenter 
～社会復帰～ 

3rd StageCenterは、社
会復帰間近の回復後期・
社会復帰期を担う施設で
す。1st StageCenterで
断薬を目的として規則正
しい生活や体力回復を
し、2nd StageCenter
で個々のプログラムを含
めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメン
バーが、実際の社会に近
い環境で社会性の獲得
と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう
事を目的としたプログラ
ムを組んでいます。本人
の責任において生活する
ために起床、就寝などの
時間も特に設けず、職場
に出勤するのと同じよう
にプログラムの開始時間
も設定しています。主体
性を強化して社会復帰の
準備を行う場所です。 

皆さんこんにちは、依存症のオギです。
今は宇都宮の施設で生活しています。今
年の1月28日に仲間とケンカになり野木
の施設に移動となりました。そして10
月26日に野木の施設から宇都宮の施設
へと戻ることができ、ステージ3へと復
帰しました。宇都宮の施設に戻るまでの
９ヶ月間の野木での生活は、苦しかった
です。どこの施設に移ってもそういうの
はありました。俺は生まれも育ちも群馬
なのでなにかあれば、こっちの人とは違
うのだと言い聞かせていました。だけど
やっぱり無理でした。 
　俺は覚せい剤で3回逮捕されたことが
あり、今までで一番長いのが2年2ヶ月
でした。だけどその時は1年6ヶ月で出
所しました。俺が最初に逮捕されたのは
栃木署でした。平成5年の時でした。で
も俺はその売人の名前は一言も言いませ
んでした。そして次の時は4人一緒に捕
まり、俺が言ったことは無いのに調べで
全然知らないことまで調べられました。
俺が何も言っていないのに声が聞こえて
きたりして、少し鬱病になりました。 
　俺には4人の子供がいます。平成元年
の長男と平成3年の長女と平成5年の子
供ともう一人は孫が一人です。俺が一番
最初につながったのは東京ダルクです。
そこから沖縄、琵琶湖、和歌山、藤岡、
茨城、千葉、そしてここ栃木です。ここ
はとても良い場所です。だけど8回の器
物損壊の事件がありました。今も一件あ
り、今年の11月20日に検察庁に呼ばれ
ました。あとは今年中に呼び出し状がく
ればアウトです。今回は多分、1年4ヶ
月位だと思います。もう本当にこんな事
やっているとどうにもならなくなるの
で、今回が最後にしたいと思います。 

　今は3ステージで「成長」をやってい
るのですがなかなか次のページに進めま
せん。１日3コマもすると大変ですが、
頑張ろうとしています。まぁ回復とは新
しい生き方だと思います。仲間の皆は良
い人たちばかりで、今は幸せです。野木
へ移る前は作業所へ行っていました。片
道四十分の通勤でした。少しは卒業を目
指しましたが、今はあまり目指していま
せん。今は、早く裁判の時がくるのをた
だ待っているだけです。もし刑務所へ
行ったら今の宇都宮の仲間と少し離れる
かもしれないけど、今度は北海道へ行っ
てみたいと思っています。だけど俺はこ
こ下栗の施設が好きです。もし刑務所へ
行って出所してもまた那須からやり直し
だから、どんなもんかなと思います。 
　話は変わって回復とは一体何なのかと
考えるとそれは、新しい生き方だと思い
ます。施設の中の回復と卒業しての回復
の2つあるのだと思います。キッチンが
あれば朝から10人分の食事を作ると
か、薬を飲むのを5分、10分と遅れれば
バツがつくけど、そういうのをクリアー
して行かなくてはならないし、外の回復
は仕事とか、お金の事とか色々ありま
す。俺も仕事に行っていたけど免許が
あった頃はトレーラーで長距離の仕事を
していました。結局、覚せい剤でだめに
しました。子供達が一番かわいそうだと
思います。子供は父親がいないとか色々
言われたと思います。今もこのニュース
レターを書いて途中でも子供のことを書
くと涙が出てきてしまい、本当にこんな
親でごめんなさいと言いたいです。

　　「生い立ち」
依存症のオギ 
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Community Farm 
～農業～ 

栃木ダルクに通うメン
バーの中には通常のプロ
グラムが適さない方も少
なくありません。CF (コ
ミュニティーファーム)で
は、薬物依存症以外にも
社会復帰を目指した際に
問題（高齢である・重複
障害がある）を抱えたメ
ンバーがゆっくりと自分
なりの回復を深めて、そ
れぞれの社会復帰の形を
探ってもらうための場所
です。他の男性施設とは
違い、テキストを使った
プログラムも少なく、ス
テージ毎に居場所を変え
る事もありません。 
農作業やボランティアな
どを活動の中心にしてい
ます。金銭管理や処方薬
の管理、家族の再構築な
ど基本的な部分に時間を
かけて丁寧に社会復帰の
準備を行なっています。 

      　　　　　一年四ヶ月を迎えて
  
        　　　　　　　　　　　　 　　　　依存症のヨシ          

  これをお読みになっている皆さん、ア
ディクトのヨシです。私がこの施設に繋
がって早くも一年四ヶ月です。早いもので
す。初めて施設に繋がってもう一年四ヶ月
です。那珂川ではプログラムが農作業なの
で余計に早いです。繋がった当時は、飽
きっぽい私では直ぐに逃げ出すのでは、と
思ったのですが、居心地が良いのか、仲間
がいいのか解りませんが、気がついたら一
度もスリップせずに今日を迎えています。
少年時代から少年院を出たり入ったりの繰
り返し、そして刑務所も七回入っている私
にとって、ここの生活が合っているのでは
と思うほどです。決して社会に帰るのを諦
めた訳じゃないです。私だって五十二歳に
なっても家庭を持ちたいですし、他にやり
たい事も沢山ありますし、しかし、まだそ
の時期では無いような気がするのです。た
だ無駄な時間は過ごしたくない、と言うの
が本音です。思い返せば、少年院二回と刑
務所通算二十年、人生の半分を施設で生活
して来た私にとって、無駄な時間を過ごし
ている余裕はないという事ですし、歳も年
ですしね。一番後悔しているのは、一度は
待ってくれた妻が二度目は待ってくれな
かった事です。当たり前と言えばそれまで
ですが、未練が有るのでしょうね。諦めて
新しい出会いを探すしかありません。ただ
別れた妻との間に連れ子がいまして、私に
とてもなついていたので、今はそれだけが
心配です。人のうわさで上の子が、私が刑
務所に入っている時に、警察に捕まったと
聞いたので余計に心配です。話は大丈横断
にそれたので元の戻しますと、今後の生活
設計が問題です。今迄不良しかしてこな
かった私に、堅気の生活が出来るのかどう

かです。私的には那珂川で農作業が無欠席
で来ているので、どんな仕事でもできるよ
うな気がするのです。その前に、無くして
しまった運転免許証を取り直さないとなら
ない事です。今の時代免許証ぐらい持って
いないと使ってくれる所は限られてきま
す。私にとっては厳しい現実が待っている
事です。長年使ってきた薬を断つと言う事
が最優先される事ですが、刑務七回とも全
部覚せい剤の私には、一番の問題が、この
薬の離脱です。薬抜きの生活を余り体験し
たことの無い私にとって最大の問題はこの
事です。ただ辞めようと思えば辞められる
のではないかと、最近思うようになってき
たのです。現に一年四カ月もの間、刑務所
そして精神病院に入所している期間も合わ
せると、五年間は使用してないから、ここ
再使用したら、その期間の時間がもったい
ないばかりか、後戻りはしたくないです。
今クリーンで居られる楽しさを失くしてし
まうからです。正直今目の前に注射器と薬
を置かれたら、多分やってしまうかもしれ
ません。ここにいる間はやらなくて済む事
は間違いない事実なので、自分一人でも、
前に置かれてもやらない決意が固まるま
で、ここで頑張ろうと思っている今日この
頃です。その事が、一年四カ月を迎えて思
う事です。最後になりますが、これから寒
さも厳しくなりますので、風邪等を引かな
い様に気をつけて下さい。私も私なりにプ
ログラムを前向きに頑張っていきますの
で、ここでペンを置きたいと思います。
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施設報告 
1st(導入）14名　2sc(回復）14名　3sc(社会復帰）16
名　CF(農業）9名　PP(女性）13名計66名で活動してお
ります。 
各々の施設でステージ毎のプログラムを実施しております。 

 　 

（献金）那須町更生保護女性会様、他匿名者2名　 
（献品）下野市障がい児者相談支援センター様　匿名者5名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています 

献品のお願い 
・修了予定者がこれから数名いるので、日用品、家電一式、原付バイ　 
　ク、自転車、その他自立して使用できるものがあればよろしくお願 
　いします。 
・1st StageCenterからソフトボール用品あればよろしくお願いし 
　ます。 
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あればよ 
　ろしくお願いします。 

11月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問題
の分析をし、自分の問題の本
質を探り、アディクションに
繋がる部分を取り除き、自ら
の問題を手放し、社会の有用
な一員となる準備をしてもら
います。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

1st   
・マックス　サポート～リーダーへ 
・ヒデ　リーダーへ 
2nd 

・オオヤ　ハニオ　サポート～リーダーへ 
3rd 

・該当者なし 
CF　 
・該当者なし 
PP 
・マスミ　サチ　メンバー～サブリーダーへ 

11月の献金・献品

7



			1976年2月25日第三種郵便物認可（毎週4回月曜・火曜・木曜・金曜発行）	
　			2020年12月4日発行　ＳＳＫＯ　通巻第10654号　無断転載禁止	

4

Peaceful Place 
～女性～ 

PP(ピースフル・プレイ
ス）は女性専用の施設で
す。ファースト・セカン
ド・サードの全過程を同
じ場所で過ごしながら、
それぞれの回復を進めて
いきます。女性依存症者
の多くは、それまで生き
てきた背景に様々な問題
を抱えています。生きる
ための道具だったアディ
クションを手放していく
とき、経験を共有し合え
る仲間が小さな安心感を
積み重ねてくれます。そ
の安心感が私たちを自己
否定ではなく自己受容と
いう形に変えてくれるの
です。安全を感じながら
回復を進めていくことが
できる場所とプログラム
を提供すると共に、自分
を大切にする生き方を身
につけてくれるように願
いながらサポートを続け
ていきます。 

「2年を迎えて」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依存症のハル

　今年10月2日で2年を迎えた。色々
あったなと思う。6ヶ月で父の言葉「前
を向きなさい」から無我夢中でやってい
たら色々な指摘を受け、人間嫌いが出て
自分からも壁を作ってしまい、最悪状態
になった。どうにか何とか出来るはず、
なんとかして古い自分を少しずつ変わる
方向へ。そんな中、今年4月にサブリー
ダーになった。本当に私に出来る事なの
かすごく不安でやってみているが、まぁ
なんとも自分のできなさに情けを感じて
いる。いつも人から逃げていた自分が人
に何か伝え、教えていく。そんなのやり
方が分からない。男とは違う女の人に伝
えるその言葉が出ない中、ふりしぼって
出した言い方が強い言葉で何度も失敗を
して落ちた。どんな言葉、声のトーンの
何がダメなのか、誰かマニュアルを下さ
いとも思った（笑）。とことんやって、
とことんうちのめされて、以前の自分な
ら手を引く。でも今はどうにか上手にで
きる方法があると自分を信じてやってい
る。心の中で諦めたらそこで終わり、こ
こにいる意味を考えろ、自分を変える為
だろ！その自分が強くいるから。でも辛
い。苦痛だけどそれは自分がずっと逃げ
ていた事と向き合っているからそれは辛
いし、きついは当たり前。楽な方法なん
てない。あるとしたら自分で見つけるし
かない。バカなやり方で逃げるのは1秒
でできる。その1秒の為に今まで悩んで
答えを探そうと泣いた日をムダにしたく
ない。 

私には尊敬していた人がいた。今は自
分の道を探し歩んでいると思う。何かと
悩みどころが似ていたようだ。 
私が今ここでずっとふんばってきたのも
父の言葉もあるが、入寮時、泣く私にそ
の方の大きく優しいハグがあったから
だ。その支えはすごく大きい。ステージ
3になり部屋変えになった時、入寮当初
の部屋になった。何かの力か私に初心を
忘れるな・・というか何か上手く書けな
いけど今の自分が以前いた自分とは違う
自分になったなと思う。 
変わっていけるなんて思ってなかったけ
ど、仲間からの支えは大きな恩がある。
1人1人に恩がある。だったら恩で返し
たい。変わっていく自分の姿がその恩返
しになると思っている。もう恩をあだで
返すことはしたくない。家族に対しても
そうだ。今まで何度も裏切ってきて人生
までも狂わせてしまった。そんな娘を今
も支えてくれている。本当にこれがラス
トチャンスだし、もう裏切りたくない。
自分は強く見せても心はもろく弱い人。
自分には強い夢がある。その為には心底
強い人間になりたい。人間関係の苦手な
自分、面倒くさい古い自分、それでも諦
めずにそんな自分と戦う自分。私はここ
の施設に来てよかった。ここは私に奇跡
を起こしてくれた。偉大な力と本にある
ようにその力はこの施設だと思う。意地
でも変りたくない人が変わる方向、生き
やすい方法を学んでいるから。
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1st StageCenter 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

　　今年一年もまた、終わりに近づいてき
ました、この季節になると、今まであった
楽しかった思い出とか、苦しかった思い出
が頭によぎることがあります。良い思い出
も悪い思い出も。どちらにしても寂しい気
持ちになったりします。僕にとってはそん
な季節ですが、みなさんはいかがお過ごし
でしょうか。 
　３回目のニュースレターになります。前
回ニュースレターを書かせてもらってから
一年が過ぎました。 
この一年間、私は色々な経験をしたような
気がします。出会い、別れ、前進、後退、
変化、成長の繰り返しだったような気がし
ます。そんな僕の内面のなんやかんやを今
回の文章で整理しながら書いて行こうと思
います。 
　僕が初めて栃木ダルクに相談に行ったの
は３年前の今頃でした、その時、僕は、自
分の抱える薬物の問題や、その他の色々な
問題たちにがんじがらめになっていて。何
一つまともな考え方もできず、自分にとっ
て、何が問題なのかさえもわからず、周囲
の人たちも思いっ切り巻き込み、苦しい
日々を送り続けていました。出口なんて少
しも見えなかったです。今思い返しても本
当に苦しかった。そんな最中に相談に行き
ました、どうしたらよいのかを悩んだ挙げ
句に、その４ヶ月後の３月にダルクに入寮
しました。 
　入寮して間もない頃は、こんな場所で自
分は一体、何をして、何を学べばいいんだ
よ、と、ここでの生活に何も見いだせずに
いました。周りにいる入寮者たちとも表面
上は上手く取り繕ってはいましたが、今一
つ踏み込めずにいました。そんな心持ちで
送る生活はとても息苦しく、肩身の狭いも

のでした。そんな感じで生活していたもの
だから、あっという間に我慢の限界が来
て、３ヶ月で施設をとびだしました。その
後、思い直して施設に戻るのですが、ま
た、３ヶ月後に自主退寮しました。２回目
の退寮の時には以前にも増して自暴自棄に
なりました。もう何がなんだかわかりませ
んでした。自分の居場所なんてどこにもあ
りませんでした。一人きりの夜はとても苦
しくて、寒くて、みじめだったのを覚えて
います。そして、また、施設に戻りまし
た。３度目の正直です。今度はマジでやろ
うと思いました。 
　それからあと少しで、二年が経ちます、
結論から言うと、今僕は、昔よりも少しは
マシな人間になれたんじゃないかと思って
います。少なくとも今の僕には居場所があ
ります。僕の事を肯定してくれる仲間たち
に囲まれています。紆余曲折しながらも僕
は少しずつ積み上げてきたと思います。 
　今僕は、那須の１STステージセンター
でチーフという役割をやらせてもらってい
ます。自分が必要とされる事、信頼される
事っていいなぁって再認識しています。片
手間でラクラク出来るほど僕は器用ではな
いので毎日悪戦苦闘しています。今自分が
積み重ねているものが絶対にこの先役に立
つという保証はないと思いますが、今のこ
の気持は大切にしたいです。 
　この先も人生は続いて行くし、時間は取
り戻せないけど少しでもマシな人間になれ
るように、毎日を楽しんで行きたいです。
そんな気分です。 
　わかりにくい文章ですみません、最後ま
で読んでくれてありがとうございました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
おわり　　 

　　　　「前進」 
                                             依存症のタケ 
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プログラム紹介

編集後記 
みなさまいかがお過ごしでしょか。11月に私が担
当している2scから修了生がでました。この誌面を
かりて、ご報告させていただきます。このコロナ禍
に社会に出て働くのは大変だと思いますが頑張って
もらいたいと思っています。今年も後わずかですが

来年も栃木DARC一同
よろしくお願いいたし
ます。良いお年をお迎
えください。 

編集秋葉

農作業 
集団生活や人とのコミュニケーションが苦手だった依
存症者が仲間と協力し農作業をする事で協調性の獲得
や体力面の回復、薬を使う以前に社会で感じていた喜
びや体を動かして得られる充実感、達成感を取り戻す
事を目的としています。また、薬物を忘れて作業に没
頭する事で薬物から自然に離れていき本来人間に備
わっている生活のリズムを取り戻す事が出来ます。 

農作業計画と確認 
農作業プログラムが主となるコミニティファームで
は、週に一度ハウスミーティングに合わせて農作業の
振り返りを行なっています。その週にあった反省点や
改善点、今後の計画を皆で話し合って、作業の問題
点を共有する事で安全性や生産性の向上につながっ
ていきます。また各々が問題意識を持つ事で、仕事を
することの大切さを感じながら今後の社会活動にも
大きく役に立って行く事を期待しています。 
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